
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 7 日の連合奈良の日の街宣行動を近鉄八

木駅で、地協役員、推薦議員、連合奈良からの参

加を得て 27 人で行いました。 

 当日の行動は、10 月 5 日より改訂された奈良県

の最低賃金が

837円に引き上

げられたこと

の周知を行う

ビラとティシ

ュ 1000 枚配布

をしました。 

最低賃金以下で雇用されることは法律違反であ

り、奈良県の最低賃金を周知することは労働組合

の重要な役割であり、もし、最低賃金以下で雇用

されている

場合は『な

んでも労働

ダイヤル』

に相談する

ことを訴え

ました。 

  

当日の参加者  

南和地協幹事等：20 人 

推薦議員：松尾橿原市議、臼井橿原市議、 

松浦宇陀市議 

連合奈良：西田会長、山原事務局長、渡辺英・

渡辺茂両副事務局長 

合計 27 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：12 月 1 日（日）10 時～15 時 

場所：橿原文化会館前市民広場（例年と同じ場所） 

～平和は微笑みから始まります～ 

多くの皆さんの参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （昨年のピースフェスティバル） 
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１０月連合奈良の日 
奈良県最低賃金「837円」への 

引き上げ周知を行う！！ 

連合奈良からも参加 
 

今年もやります！！ 

『ピースフェステバル』 
 

10 月 20 日（日）・告示 

10 月 27 日（日）・投・開票 

 

連合奈良は森下豊市長との

間で政策協定を結び、連合

奈良がめざす『働くことを

軸とする安心社会』の構築

に向け取り組みことを確認

し、推薦しています。 

森下市長を当選に向け、棄

権をすることなく必ず投票

しましょう。 

 

橿 原 市 長 選 挙 



 

 

 

 

 

10 月 1 日から消費税が 8％から 10％に引き上げられました。（引上げ率 25％） 

9 月 30 日付産経新聞の主張では『消費税増税 円滑な実施に全力挙げよ 社会保障支える意義

を説け』と題し「少子高齢化が進む中で年金や医療、介護の社会保障費が膨張しており、その財

源を安定的に賄うための増税である。税収が景気に左右されにくい消費税は、将来にわたって社

会保障制度を維持していくための貴重な財源だ。消費税を社会保障に充てる目的税化しているの

もこのためである。」としているが果たしてそうでしょうか。 

1989 年（平成元年）4 月 1 日にから消費税が導入され、30 年と 6 ヶ月立ち、今までに約 400 兆

円の膨大なお金が集められました。今も昔も導入についての主張は同じで、導入当時も「これか

らは、少子高齢化の時代に成り、人口減で税収が減り、高齢化で、医療費が増え、社会保障を充

実させるために必要。」 

しかし現実は、社会保障は充実どころか先細りで、徴収金 400 兆の 75％は、輸出戻り税、法人

税減税として富裕層等に還元されており、25％程度が社会保障等に使われるだけです。 

 消費税が引き上げられた直後に財界からは 20％への引き上げを求める声も出ており、更なる消

費増税を求めています。 

これ以上の消費税引き上げは、社会保障は充実せず、格差を更に拡大し、国民を生活は益々貧

しくさせることになるのでは……… 

 

《参考資料》 

 

 

何か変だぞ消費税？ 

奈良県立大学で初めての

寄付講座スタート！！ 
 

10 月 1 日より連合奈良は、奈良県立

大学で『働くこととワークルール』の寄

付講座がはじまりました。1 月 28 日ま

での毎週火曜日に 15 回の寄付講座を行

い、学生があまり教えられない、労働組

合や労働者保護法制について、労働組合

の立場からの講演を行っています。講師

には、連合奈良の役員等が担当してお

り、90 分間の講義の内容について悪戦

苦闘されています。 

労働者としての認識と労働組合への

理解、そして連合奈良の社会的地位の向

上を目的に行われており、誰でも受講で

きますので、興味のある方は連合奈良に

問い合わせを。 

 


